
　

ま
さ
に
達
雄
さ
ん
ご
夫
婦
は
生
涯
現

役
と
呼
べ
る
お
二
人
で
し
ょ
う
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
模
範
と
な
り
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
佐
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俊
和
委
員
）
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広

報

委

員

生
涯
現
役達

　
雄

ト
　
ミ

相
庭　

安
一
・
佐
藤　

俊
和
・
佐
藤　

喜
勝

伊
藤　

一
正
・
小
野　

眞
一
・
三
浦　

善
信

大
場　

弥
吉
・
三
浦　

恵
子
・
石
田　

安
子

伊
藤　

文
円

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
活
動
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
一
昨
年
に
続
き
、
大
雨
や
台
風
等
の
自
然
災
害
に
多
く
見
舞
わ
れ

た
年
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
農
家
の
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
栽
培

技
術
や
経
験
に
よ
り
、
農
産
物
の
収
穫
量
は
概
ね
良
好
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
災
害
以
上
に
衝
撃
を
受
け
た
の
が
、
政
府
が
約
40
年
以
上
続
い
た
生

産
調
整
・
減
反
政
策
の
廃
止
を
決
定
し
た
と
い
う
発
表
で
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
締
結
に
よ
り
、
海
外
の
安
い
農
産
物
が
国
内
に
流
入
す
る
こ
と
が
現
実

的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
応
す
べ
く
「
産
業
競
争
力
会
議
農
業
分
科

会
」
は
、
農
家
の
更
な
る
経
営
努
力
や
市
場
戦
略
の
構
築
を
引
き
出
す
た
め
、
そ

れ
を
阻
害
し
て
い
る
生
産
調
整
制
度
を
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
ま
し
た
。

国
で
は
戸
別
所
得
補
償
や
農
地
管
理
を
目
的
と
し
た
各
種
交
付
金
に
つ
い
て
も
見

直
し
を
始
め
ま
し
た
。
併
せ
て
、
農
地
を
借
受
け
、
地
域
内
の
担
い
手
農
業
者
に

集
積
・
集
約
す
る
事
業
を
行
う
「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
を
法
定
化
し
、
来
年
度

か
ら
始
動
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
戦
後
農
政
の
大
転
換
と
い
う
べ
き
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
が
本
当
に
大
規
模
農
家
の
育
成
や
競
争
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

す
で
に
現
場
の
農
家
や
農
業
団
体
か
ら
は
、
米
価
の
大
幅
な
下
落
を
危
ぶ
む
声

が
で
て
い
ま
す
。
ま
た
優
良
農
地
の
分
散
、
遊
休
農
地
の
増
加
等
の
問
題
も
懸
念

さ
れ
て
お
り
、
生
産
不
利
農
地
の
管
理
放
棄
は
、
国
内
農
地
面
積
の
著
し
い
減
少

を
招
く
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
な
が
る
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

　

何
よ
り
も
、
農
業
と
い
う
産
業
は
国
の
根
幹
で
あ
る
「
食
」
を
支
え
、
自
然
環

境
の
保
護
、
水
源
の
か
ん
養
、
農
村
文
化
の
継
承
等
に
つ
な
が
る
重
要
な
分
野
で

あ
り
、
単
純
に
経
済
の
観
点
に
よ
り
政
策
を
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

本
市
農
業
委
員
会
は
、
農
業
者
の
代
表
機
関
と
し
て
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

し
、
国
が
進
め
よ
う
と
す
る
新
し
い
農
業
政
策
の
方
向
性
を
見
定
め
な
が
ら
、
本

市
農
業
の
一
層
の
発
展
を
図
る
た
め
、
農
業
委
員
・
職
員
一
同
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
の
で
、
本
年
も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
皆
様

方
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

由
利
本
荘
市
農
業
委
員
会

会　

長　

伊　

豆　

秀　

一

若
草
幼
稚
園
芋
掘
り
体
験
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こ
の
国
の

　
　

農
と
食
を

　
　
　
　

伝
え
ま
す

農業委員会総会（関連記事は3ページ）

とっても上手に掘れました！

経験と研究を活かし栽培しています

　

達
雄
さ
ん（
80
歳
）、
ト
ミ
さ
ん
（
77

歳
）
夫
婦
は
７
・
４
㌶
の
水
田
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
契
約
栽
培
で
、

農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
を
極
力
少
な

く
し
、
自
然
肥
料
を
施
し
、
稲
が
本
来

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
生
命
力
を
高
め
る

栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
株
数
を
極
端

に
少
な
く
し
て
分
け
つ
を
促
進
し
、
穂

数
の
確
保
及
び
穂
粒
の
拡
大
を
図
る
な

ど
、
地
域
に
先
駆
け
て
先
進
的
な
栽
培

方
法
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
「
お
い

し
く
、
安
全
、
安
心
な
米
を
消
費
者
に

食
べ
て
も
ら
う
」
と
い
う
信
念
の
も
と

に
、
達
雄
さ
ん
の
研
究
心
は
と
ど
ま
る

こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
達
雄
さ
ん
は
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

に
あ
ふ
れ
て
お
り
、
５
人
が
か
り
で
や

っ
と
引
っ
張
る
大
型
防
除
機
の
ホ
ー
ス

を
一
人
で
１
０
０
㍍
も
平
然
と
引
っ
張

り
、
作
業
を
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
夫
婦
が
農
作
業
や
研
究
に
い
そ

し
ん
で
い
る
姿
を
見
て
い
る
と
「
ま
だ

ま
だ
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
な
！
」

と
の
思
い
に
駆
ら
れ
ま
す
。

　

西
目
高
校
で
は
市
民
農
園
の
ほ
か
、

西
目
や
本
荘
地
域
、に
か
ほ
市
の
保
育

園
や
幼
稚
園
、養
護
学
校
に
敷
地
を
開

放
し
、畑
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
植
え
て
い
ま

す
。

　

事
務
局
が
取
材
に
行
っ
た
10
月
４
日

は
若
草
幼
稚
園
の
園
児
57
人
が
、保
護

者
や
先
生
方
、西
目
高
校
農
業
ク
ラ
ブ

の
生
徒
ら
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
サ

ツ
マ
イ
モ
堀
り
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
大
雨
で
畑
が
水
浸
し
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、例
年
よ
り
も
収
穫
量
は

半
分
以
下
に
、芋
の
大
き
さ
は
小
ぶ
り
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、園
児
ら

は
掘
る
た
び
に
出
て
く
る
サ
ツ
マ
イ
モ
に

大
喜
び
。両
手
に
持
っ
て
誇
ら
し
げ
に
見

せ
あ
い
っ
こ
を
し
た
り
、掘
っ
た
芋
を
丁

寧
に
並
べ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
一
部
は
後

日
、「
芋
き
ん
と
ん
」
に
し
て
、
園
児
ら

が
た
て
た
お
茶
と
一
緒
に
参
観
に
訪
れ

た
祖
父
母
の
方
々
に
提
供
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
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10
月
21
日
か
ら
31
日
ま
で
を

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
期
間
」
に
設

定
し
て
、
各
地
域
ご
と
に
実
施
し

ま
し
た
。
７
月
に
行
っ
た
農
地
利

用
状
況
調
査
の
補
充
調
査
な
ど
を

行
い
、
農
地
の
管
理
指
導
、
遊
休

農
地
の
解
消
や
違
反
転
用
の
防
止

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
に
西
目
・
東
由
利
地

域
の
稲
作
、畑
作
、果
樹
、畜
産
、施

設
等
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
、
仙
北
市
で
開
催
さ

れ
、「
基
本
農
政
の
確
立
と
農
業
経

営
の
強
化
に
関
す
る
要
請
決
議
」

な
ど
３
議
案
が
決
議
さ
れ
ま
し

た
。

 

今
年
は

　

    

農
業
委
員

　
　
　

  

改
選
の
年
で
す

◆
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

　

簿
の
登
載
申
請
書
を
忘
れ
ず

　

に
提
出
し
ま
し
ょ
う

申
請
書
は
１
月
10
日（
金
）ま
で

　　

農
業
委
員
会
で
は
、平
成
26
年
１
月

１
日
現
在
で
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
登
録
資
格
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

申
請
書
は
各
地
域
ご
と
に
昨
年
12
月

中
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。登
録
か
ら
漏

れ
る
と
資
格
が
あ
っ
て
も
選
挙
権
・
被
選

挙
権
を
得
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

《
資
格
要
件
》

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、由
利
本

荘
市
に
住
所
を
有
し
、か
つ
、平
成
26
年

３
月
31
日
現
在
に
お
い
て
満
20
歳
以
上

の
方（
平
成
６
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
）で
、次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
。

①
10
㌃
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕
作
の

　

業
務
を
営
む
方
か
、そ
の
同
居
の
親

　

族
ま
た
は
配
偶
者
で
耕
作
従
事
日
数

　

が
60
日
以
上
の
方
。

②
10
㌃
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕
作
の

　

業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組

　

合
員
、社
員
ま
た
は
株
主
で
あ
っ
て
、

　

耕
作
従
事
日
数
が
60
日
以
上
の
方
。

　

前
記
の
資
格
要
件
を
満
た
す
方
で
、

お
手
元
に
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
方

は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
各
総
合

支
所
庶
務
班（
産
業
課
内
）に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆「
耕
作
証
明
書
」は
農
業
委
員

　

会
窓
口
で
発
行
し
て
い
ま
す

　
「
耕
作
証
明
書
」は
軽
油
引
取
税
の
免

除
申
請
、農
家
住
宅
、農
業
用
倉
庫
の
建

築
、他
市
町
村
の
農
地
を
取
得
す
る
際

な
ど
に
使
用
す
る
証
明
書
で
す
。

　

証
明
書
の
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
各
総
合
支

所
庶
務
班（
産
業
課
内
）窓
口
備
え
付
け

の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※

農
地
に
関
わ
る
各
種
申
請
は
毎
月
20

日（
休
日
の
場
合
は
前
日
）と
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、農
地
改
良
届
や
相
続
の
届

け
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、そ
の
都
度
受
付

し
て
お
り
ま
す
。

農業委員会活動レポート農業委員会活動レポート農業委員会活動レポート
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

　
　
　
　
行
い
ま
し
た

作
況
調
査
を
実
施

秋
田
県
農
業
委
員

　
　
　
　
大
会
に
出
席

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

調査後、草刈りを実施

本県農業の展望や課題等につい
て話し合われました

終了後、作況調査等検討会を
行いました

調査前の状況
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Ｑ
．
農
地
を
農
業
公
社
が
買
っ
た
り
売

っ
た
り
し
て
い
る
事
業
が
あ
る
と
聞
き

ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
事
業
で
し
ょ

う
か
？

Ａ
．
秋
田
県
農
業
公
社
が
行
っ
て
い
る

農
地
の
売
買
は
「
農
地
保
有
合
理
化
事

業
」
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
事
業
の
活
用
に
よ
り
、
農
地
の
出

し
手
、
受
け
手
の
両
方
に
税
制
、
資
金

面
等
の
各
種
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

《
対
象
要
件
》

・
受
け
手
は
「
認
定
農
業
者
」
で
あ
る

　

こ
と
。

・
対
象
農
地
が
農
業
振
興
地
域
内
農
用

　

地
区
域
内
に
存
在
す
る
こ
と
。

・
す
で
に
耕
作
し
て
い
る
農
地
と
あ
わ

　

せ
て
80
㌃
以
上
の
団
地
を
形
成
す
る

　

こ
と
。

・
農
地
取
得
後
の
受
け
手
の
耕
作
面
積

　

が
市
で
定
め
て
い
る「
基
準
面
積（
地

　

域
ご
と
に
異
な
り
ま
す
）」を
超
え
る

　

こ
と
。

※

売
買
す
る
農
地
の
面
積
に
制
限
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。

《
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
》

◎
出
し
手

・
譲
渡
所
得
税
に
つ
い
て
８
百
万
円
の

　

特
別
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す
。

◎
受
け
手

・
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
の
３
分

　

の
１
が
軽
減
さ
れ
ま
す
（
平
成
27
年

　

３
月
ま
で
）
。

・
所
有
権
移
転
登
記
に
係
る
登
録
免
許

　

税
の
税
率
が
千
分
の
20
か
ら
千
分
の

　

８
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※

実
際
に
税
制
の
適
用
を
受
け
る
場
合

　

は
、税
理
士
等
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
そ
の
他
の
メ
リ
ッ
ト
》

・
所
有
権
移
転
登
記
の
手
続
き
に
係
る

　

費
用
負
担
は
農
業
公
社
が
行
い
ま
す
。

《
注
意
点
》

・
受
け
手
、
出
し
手
と
も
公
社
へ
の
手

　

数
料
が
か
か
り
ま
す
。

　

事
業
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農

業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
各
総
合
支
所

庶
務
班
（
産
業
課
内
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
表
紙
写
真
は
昨
年
11
月
７
日

に
開
催
さ
れ
た
農
業
委
員
会
総
会
の
様

子
で
す
。

　

総
会
は
毎
月
７
日
を
基
準
に
開
催
し

て
お
り
、
農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買
、

農
地
転
用
等
の
申
請
に
つ
い
て
、
法
令

等
に
照
ら
し
て
審
議
を
行
い
、
許
認
可

の
決
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、

市
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
た
事
項
な
ど

を
協
議
し
、
農
家
や
市
民
の
方
々
の
諸

手
続
に
支
障
の
無
い
よ
う
業
務
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
下
旬
〜
11
月
末
ま
で
看
板
を
設

置
し
、
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

農
地
に
関
す
る
Q

A
&

表
紙
写
真

の
紹
介

本年もどうぞよろしくお願いします
農業委員一同（議席番号順）

《
会
長
》

伊　

豆　

秀　

一
（
矢　

島
）

《
会
長
職
務
代
理
者
》

金　

子　
　
　

徹
（
本　

荘
）

《
委
員
》

佐　

藤　
　
　

實
（
矢　

島
）

金　

子　

拓　

雄
（
東
由
利
）

田　

口　

作　

内
（
本　

荘
）

佐　

藤　

政　

志
（
鳥　

海
）

二　

部　

幸　

夫
（
岩　

城
）

佐　

藤　

邦　

幸
（
鳥　

海
）

佐　

藤　

喜　

勝
（
岩　

城
）

伊　

藤　

一　

正
（
本　

荘
）

小　

野　

眞　

一
（
東
由
利
）

大　

瀧　

浪　

雄
（
本　

荘
）

熊　

谷　

正　

博
（
由　

利
）

相　

庭　

安　

一
（
矢　

島
）

小　

松　

幸　

夫
（
大　

内
）

栗　

田　

哲　

榮
（
鳥　

海
）

眞　

坂　

平　

通
（
大　

内
）

三　

浦　

善　

信
（
西　

目
）

猪　

股　

敬　

三
（
本　

荘
）

佐　

藤　

俊　

和
（
由　

利
）

髙　

橋　

賢　

一
（
鳥　

海
）

吉　

尾　

憲　

一
（
岩　

城
）

渡　

辺　

幹　

夫
（
東
由
利
）

板　

垣　
　
　

繁
（
由　

利
）

大　

場　

弥　

吉
（
鳥　

海
）

角　

谷　

長　

栄
（
本　

荘
）

三　

浦　

恵　

子
（
矢　

島
）

佐
々
木　

多　

悦
（
大　

内
）

加　

川　

一　

男
（
西　

目
）

庄　

司　

和　

夫
（
由　

利
）

石　

田　

安　

子
（
鳥　

海
）

伊　

藤　

文　

円
（
大　

内
）

鈴　

木　

甚　

一
（
本　

荘
）

齋　

藤　
　
　

誠
（
西　

目
）

佐　

藤　

系　

悦
（
矢　

島
）

正　

木　

修　

一
（
大　

内
）

新　

田　

豊　

治
（
鳥　

海
）

●「担い手積立年金」は農業者年金の愛称です
●加入手続き等のご相談は農業委員会、お近くのＪＡに
　ご相談ください
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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・
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・・
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・・
・・
・・
・・
・
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私
は
高
校
卒
業
後
と
同
時
に
地
元
を

離
れ
就
職
し
ま
し
た
。

　

子
供
の
頃
は
、
春
の
家
族
総
出
で
の

田
ん
ぼ
の
肥
料
ま
き
に
始
ま
り
、
田
植

え
、
稲
刈
り
…
そ
の
手
伝
い
が
時
に
は

嫌
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
さ
か
、

そ
ん
な
私
が
年
を
重
ね
て
、
農
業
に
関

わ
る
こ
と
に
な
る
と
は
…
。

　

高
齢
の
母
と
暮
ら
す
た
め
帰
郷
し
、

三
年
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
見
よ
う
見

ま
ね
の
農
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
帰

郷
後
、
兄
が
産
直
会
に
入
会
し
た
こ
と

も
あ
り
、
日
々
の
野
菜
作
り
は
自
家
用

だ
け
と
は
い
か
ず
、「
の
ん
び
り
野
菜

を
作
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
た
ら
な
あ

…
」
な
ど
と
い
う
の
ん
き
な
考
え
は
吹

き
飛
び
、
農
業
初
心
者
の
試
行
錯
誤
は

失
敗
の
連
続
で
、
大
変
な
苦
労
を
味
わ

い
ま
し
た
。

　

時
代
も
変
わ
り
、
農
作
業
の
機
械
化

が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
子
供
の
頃
の

作
業
よ
り
も
楽
に
な
っ
た
と
は
い
え
、

全
て
が
初
心
者
の
我
が
身
に
は
重
労
働

の
連
続
で
し
た
。
同
時
に
両
親
の
こ
れ

ま
で
の
苦
労
を
実
感
し
、
感
謝
す
る

日
々
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
も
な
く
目
標
と
し
た
三
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
毎
日
が
勉
強

で
す
。
昨
年
の
経
験
が
今
年
に
役
立
つ

と
い
う
こ
と
が
少
な
く
、
ま
す
ま
す
難

し
さ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
し

か
し
母
の
指
導
は
も
と
よ
り
、
近
隣
の

年
配
の
方
々
や
産
直
会
の
諸
先
輩
方
の

貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
と
援
助
、
ま
た
各

種
講
演
会
、
栽
培
講
習
会
の
お
陰
で
毎

日
楽
し
く
作
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
高
齢
化
等
、
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
で
す
が
、
消
費
者

と
し
て
の
立
場
が
長
か
っ
た
私
と
し
て

は
、
消
費
者
の
感
覚
を
忘
れ
ず
大
事
に

し
て
、
お
客
様
に
安
全
・
安
心
な
農
作

物
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

欲
を
言
え
ば
、
鍬
を
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

に
持
ち
替
え
る
機
会
が
増
え
た
ら
い
い

な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。

【
所
感
】

　

今
で
は
地
域
婦
人
部
の
若
手
農
業
人

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
日
登

美
さ
ん
。
自
家
ハ
ウ
ス
２
棟
（
70
坪
）

で
の
通
年
野
菜
栽
培
と
畑
で
の
露
地
栽

培
、
そ
し
て
今
年
か
ら
は
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
管
理
収
穫
と
多
忙
な
毎
日
で
す
。

健
康
に
は
充
分
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

稲
刈
り
の
忙
し
い
最
中
、
取
材
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

             　
　

   （
佐
藤　

喜
勝
委
員
）

岩
城
地
域
　
今
　
野
　
日
登
美 

さ
ん

　

昭
和
46
年
に
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た

減
反
政
策
は
、
私
た
ち
の
営
農
に
大
き

な
影
響
を
与
え
な
が
ら
現
在
に
至
る
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
会
は
、
新
た
な
農

業
政
策
が
示
さ
れ
る
度
に
、
そ
の
政
策

を
農
家
の
利
益
に
結
び
つ
け
る
た
め
の

議
論
を
し
て
き
た
。
そ
の
減
反
政
策
も

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
を
に
ら
み
、見
直
し
さ
れ
、

５
年
後
に
は
廃
止
さ
れ
る
と
い
う
話
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
生
産
者

や
消
費
者
の
声
は
ど
う
な
の
か
。
特
に

農
業
後
継
者
、
担
い
手
の
考
え
方
な
ど

に
は
耳
を
傾
け
て
議
論
す
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
し
て
農
業
委
員
会
も
議
論
の
中

に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

地
域
農
業
の
将
来
に
つ
い
て
、
農
家

の
皆
様
と
活
発
な
議
論
を
展
開
し
、
平

成
26
年
が
少
し
で
も
よ
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
に
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

（
相
庭　

安
一
委
員
）

◆
農
業
委
員
会
だ
よ
り
へ
の
農
家
の
皆
さ

ん
か
ら
の
記
事
、
写
真
、
ご
意
見
、
ご
要

望
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
農
業
委
員
や
農
業
委
員
会
事

務
局
・
庶
務
班
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

農
業
徒
然

「安全」と「安心」を心がけて栽培しています
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平
成
14
年
に
地
域
農
業
の
存
続
と
労

力
軽
減
を
図
る
た
め
に
「
谷
地
営
農
組

合
」
と
し
て
組
織
化
に
よ
る
共
同
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。
集
落
営
農
組
織
設

立
か
ら
11
年
が
経
過
し
、
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
が
変
化
し
、
農
業
所
得
や
農

作
業
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
任
意
組
織

で
の
活
動
で
は
営
農
継
続
が
先
行
き
困

難
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
法
人
化
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
と
作

業
の
効
率
化
が
強
く
望
ま
れ
た
た
め
、

平
成
25
年
１
月
に
農
事
組
合
法
人「
ア

グ
リ
し
ん
こ
う
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　

出
資
者
は
12
人
で
、
耕
作
面
積
は
28

㌶
、
う
ち
水
稲
19
㌶
、
大
豆
２
㌶
、
飼

料
用
米
５
㌶
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

耕
起
、
代
掻
き
、
田
植
え
、
刈
り
取

り
は
法
人
が
作
業
を
行
い
、
そ
れ
以
外

の
種
ま
き
、
育
苗
、
草
刈
り
、
水
掛
け

の
作
業
は
個
々
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

水
稲
で
は
あ
き
た
こ
ま
ち
、ひ
と
め

ぼ
れ
、は
え
ぬ
き
を
作
付
け
し
、刈
り
取

り
時
期
を
ず
ら
し
て
収
穫
し
た
り
、
飯

米
を
除
い
た
全
量
を
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

　

私
は
学
生
の
時
か
ら
、
一
次
産
業
の

分
野
に
興
味
が
あ
り
、
い
つ
か
は
そ
の

よ
う
な
職
に
就
き
、
日
本
の
食
を
支
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
平
成
23
年
６
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
の
９
ヶ
月
間
、
に
か
ほ

市
の
農
業
生
産
法
人
に
勤
め
、
水
稲
栽

培
、
業
務
用
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培
、
そ
ら

ま
め
の
収
穫
に
携
わ
り
ま
し
た
。
社
会

人
１
年
生
で
農
作
業
も
初
め
て
の
経
験

だ
っ
た
た
め
、
右
も
左
も
わ
か
ら
ず
、

非
常
に
苦
労
し
な
が
ら
も
少
し
ず
つ
農

作
業
の
知
識
、
経
験
を
積
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
知
人
の
紹
介
で
、
酪
農
と

水
稲
の
複
合
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
矢

島
地
域
の
相
庭
農
場
で
平
成
24
年
４
月

か
ら
研
修
生
と
し
て
雇
っ
て
い
た
だ
き

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

相
庭
農
場
で
は
、
相
庭
さ
ん
家
族
３

人
と
研
修
生
で
あ
る
私
の
４
人
で
日
々

の
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

水
稲
に
関
し
て
は
耕
起
や
代
掻
き
作

業
、酪
農
に
関
し
て
は
牧
草
の
刈
取
り
、

反
転
、
ロ
ー
ル
形
成
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
作

業
な
ど
で
、
大
小
様
々
な
ト
ラ
ク
タ
ー

を
使
い
こ
な
す
必
要
が
あ
り
、
慣
れ
る

の
は
大
変
で
し
た
。
苦
手
だ
と
思
っ
て

い
た
機
械
作
業
も
や
れ
ば
や
る
だ
け
慣

れ
て
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。

　

農
業
に
携
わ
っ
て
約
２
年
半
で
、
水

稲
栽
培
、
酪
農
と
年
間
を
通
し
た
一
連

の
作
業
を
指
導
を
受
け
な
が
ら
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
覚
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
は
今
の
こ
と
で
精
一
杯
で
す
が
、
少

し
ず
つ
先
の
こ
と
も
考
え
な
が
ら
、
自

分
の
や
り
た
い
農
業
の
姿
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
相
庭　

安
一
委
員
）

チ
ャ
レ
ン
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ

農
業
に

矢
島
地
域
　
渋
　
谷
　
健
　
太 

さ
ん

集
落
営

集
落
営
農
・
農
・
農
業
生
産
法
人
の
展
望

農
業
生
産
法
人
の
展
望

本
荘
地
域  

農
事
組
合
法
人 

ア
グ
リ
し
ん
こ
う

代
表
者
　
小
川
　
博
一 

さ
ん

集
落
営
農
・
農
業
生
産
法
人
の
展
望

ベ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
等
し
て
、
農
作

業
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
年
間
の
雇
用
の
確
保
、
冬

期
間
の
作
業
、
転
作
を
ど
う
す
る
か
等

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

法
人
ア
グ
リ
し
ん
こ
う
は
農
地
の
借

受
け
、
農
作
業
の
共
同
化
、
作
業
受
託

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
当
地
区
の
水

田
農
業
の
維
持
・
発
展
に
貢
献
す
る
た

め
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
伊
藤　

一
正
委
員
）アグリしんこうによる刈り取り作業

ラッピングマシーンを使いこなす渋谷さん


